
「石ころ探偵」
〜君はどこまで真実に迫れるか〜



調査依頼



この世界の秘密を握る容疑者（石ころ）を
捕縛せよ！しかし，残念なことに
容疑者は一言も口を割ろうとはしないだろう。



そこで君には容疑者（石ころ）が
「何者なのか」
「どこからきたのか」を解明してほしい。



調査内容は各チームに委ねるが，多くの情報を引き出すことを
期待する。
調査を進めるための道具を貸与する。調査に役立ててほしい。

諸君らの高い
観察力と奮闘に
期待したい。



なお，この映像は自動的に消滅する。



「石ころ探偵」
〜君はどこまで真実に迫れるか〜
第１回 ガイダンス GISの活用



石ころを拾ってくる
↓

チームで分析
（サンプルの解析，地図情報の読み取り）

↓
プレゼン資料の作成

↓
コンペティション（発表）

流れ



①同じ石を2つ持ってくること。

・一つは測定用
・もう一つは切断・研磨資料作成用

場所の選び方：どこでもよい。が，自然の営力で運ばれた可能性
の高い場所から選ぶこと。
河原の石や谷底，尾根の上の転石をお勧めする。
埋め立て地などの石は他から持ってきた可能性が高いので，情報
を引き出すことが難しい。

サンプル地点の決定

②現場の写真を撮る！！ 採取場所の状況を記録！



切断・研磨資料作成用を提出！！！

次回の授業までに，こちらで岩石を切断する。

休み時間に◯ ◯室前のボックスに，サンプル袋に入れて班番号，
返却先の生徒の名前，日付，場所を書いて提出する。

マジックで袋に記入
◯ ◯班，学籍番号，氏名
西暦.月.日 ◯ ◯ ◯川 etc



GISの活用



GIS＝地理情報システム
（Geographic Information System）

中でも簡単に利用できるもの

＝地理院地図
※他にも地質図ナビや重ねるハザードマップ



出典：国土地理院ウェブサイトより （ https://www.gsi.go.jp/ ）



使い方を学ぶ。

①サンプリング地点の場所とその上流域を確認する。

②岩石の分布を調べるため，シームレス地質図を重ねる。

③石の「予想供給範囲」をマップ上に記入する。



本日の練習問題

栗駒山麓ジオパークにて。行者滝下流の橋の下で取ってきた「輝石安山岩」がある。
「石の経路」を地理院地図に記入し提出せよ。



①地理院地図にアクセス

②「行者滝」を検索

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



③ツールから「作図・ファイル」を選び，
「点（アイコン）の追加」を押して
行者滝に点を打つ。

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



④「線を追加」を押して
行者滝から上流側へ点を
打って河川をなぞる。

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



④’支流の河川もなぞる。

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



⑤テキストを入力

石の予想供給経路

採取地点

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



石の予想供給範囲

採取地点

⑥最後に全体をスクリーンショットで
撮影し，クラスルーム
の課題に提出して終了。

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



メンバーが全員終了したら，班で石ころを準備する段
取りを決めよ。

場所・取りに行く人・写真撮影etc



①同じ石を最低2つ持ってくること。

・一つは測定用
・もう一つは切断・研磨面資料作成用

次回までの課題（班ごと）

②現場の写真を撮る！！ 採取場所の状況を記録！

1次提出日は◯ ◯ ◯，

最終提出日は◯ ◯ ◯ ◯ ◯

どうしても入手できない班は事前に◯ ◯のところまで来るように。



イノベーション理数探究基礎

〜君はどこまで真実に迫れるか〜
第2回 岩石の計測

「石ころ探偵」



容疑者特定のために

→ 侵食作用を考える・形状測定
・岩石組織の観察
・比重
※モース硬度，条痕 etc・・・



石の身体測定

「形状測定」の方法

岩盤から削ぎ落とされた石に何が起きたのか？



石はどんな形？
「円磨度印象度」と言います。1が「まん丸」，0が「ボコボコ」
これと比較して数値を決める↓

柴正博（2015）『地質調査入門 』より抜粋

著作権のため
画像非公開

図21 円磨度印象図



礫の形状
a：長径
b：中径
c：短径

石の形を分類する

柴正博（2015）『地質調査入門 』

図22 礫の各径

著作権のため
画像非公開



柴正博（2015）『地質調査入門 』より抜粋

礫の形状
a：長径
b：中径
c：短径

比
b/a=,   c/b=

扁平率と比を求める

縦軸：b/a
横軸：c/b

扁平率
F＝c/√ab

図23 形状分類

著作権のため
画像非公開



・扁平率Fで，
「まん丸」に近いか「ぺちゃんこ」に近いか，

・形状分類で，
形（円盤状，球状，小判状，棒状）を判断する。

ここからわかること→ 侵食作用を考察できる！
河川？海岸？氷河？岩盤崩壊？



現場検証も大事！

現場の写真を用いる。

なければGoogle mapの衛星画像や
ストリートビューなどを使う

侵食作用を考えるためには



海岸だけど，石のサイズは大きい。
概ね石の大きさは揃っている。
後ろの崖とは違う石が多い。
石は丸み帯びている。
石の種類は単一ではない。

↓

輸送ルートは？
海から？河川がある？
近くの崖は？土石流？

↓

地理院地図を使う！

例えば。。。
この写真をどう読むか



位置情報から特定

※前回のレクチャーを参考にしよう！



例えば。。。

Google mapや地理院地図で
場所を特定



Google mapを利用すると「緯度経度」がわかる。
右クリック
38.79469010061275, 141.53098188239346
緯度経度をコピーして地理院地図に貼る。
注意
「，」の後ろに半角スペースが入るので削除する。



写真の
場所はここ！

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



写真の
場所はここ！

陰影起伏図

色別標高図

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



写真の
場所はここ！

この河川が怪しい！！！

陰影起伏図

色別標高図

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



広域で
見てみる

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



河川を
なぞると
こんな感じ

出典：国土地理院 地理院地図ウェブサイトより （ https://maps.gsi.go.jp/）



河川を
なぞると
こんな感じ

地質図を
重ねる！
トップ > その他 > 他機関の情報 > 地質図（産総研地質調査総合センター） 20万分の1日本シームレス地質図V2

（©産総研地質調査総合センター）

これらのどれかが石ころが
やってきた場所の候補となる！！



容疑者特定のために

・形状測定→ 侵食作用を考える
・構造観察
・比重
・モース硬度
・条痕

岩石の種類や
鉱物を考える



岩石の中身を観察



まずは肉眼観察！

・堆積岩

・火成岩

・変成岩

岩石の分類を知ろう

著作権のため
画像非公開



岩石の比重の求め方
は授業でやったので
省略。

この表で調べる→

※岩石名は値だけで
は決められないこと
に注意！

[比重の測定]

宮城県（発行年不明）「岩石種類別比重表」〔別紙5〕，
PDFファイル，宮城県公式ウェブサイト
（https://www.pref.miyagi.jp/documents/6239/350263
_1.pdf）参照



実体顕微鏡
ルーペ を使う

岩石の組織を調べる
鉱物を調べる



見るべきものは
「組織」
「粒子の形」
「粒子の色」
「粒子の模様」
「割れ目の有無」
Etc…

柴正博（2015）『地質調査入門 』より抜粋

著作権のため
画像非公開

図50 顕微鏡でみた岩石の組織



火成岩だったらこれ→

※鉱物の特定は難易度高し
まずは無色鉱物と
有色鉱物を見分ける。

→どっちが多い？

柴正博（2015）『地質調査入門 』東海大学出版部，112p．

柴正博（2015）『地質調査入門 』より抜粋

表6 火成岩の分類

著作権のため
非公開

著作権のため
非公開

表7 おもな造岩鉱物の特徴



砂岩ならこれで粒度を分類！

柴正博（2015）『地質調査入門 』より抜粋

著作権のため
画像非公開

図16 砂の粒度



火山砕屑物（凝灰岩）ならこれ！

柴正博（2015）『地質調査入門 』より抜粋

著作権のため
非公開

表4 粒径による火山砕屑岩の分類



メンバーで分担しよう！

・石ころのさまざまな測定
（ノギス，比重，条痕，モース硬度 etc）

・現場写真と地理院地図による現場検証

・顕微鏡・ルーペによる組織の観察
（スマホなどで写真を撮る！）



使った器具・物品は最初の状態にして，
元の位置に戻すこと。



[参考]スライドの構成（例）

①タイトル（班番号，出席番号，氏名を明記）
②石の基礎情報
③現場検証
④考察
⑤結論

「何者か？」「やってきた場所は？」
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